
880 CHEMOTHERAPY
JUNE 1993

S-1108の 皮膚科領域における臨床的検討

中村浩二 ・山本昇壮

広脇大学医学郎皮膚科学教室癖

新 しい エ ステル型経 口用 セ ブ ムム系抗 生物 質S-1108に つ いて,皮 膚科領 域感 染症に対す る

臨床効 果,安 全性 につ いて検討 した、

対象 は毛嚢 炎4例,癌3例,癌 腫症1例,感 染性粉 瘤2例 の計10例 で,年 齢 は16歳 か ら

72歳 までで あ る。 段与 法は1田75mgを1曰3回,5～11日 経 口投 与 した。 総投 与量は1125

mg～2475mgで あ った。

臨床効 果 は著効5例,有 効4例,や や有効1例 で あ った。 細菌学的 効果 は判定可能 な9例 全

て が 陰性 化 した。一 方,本 剤 によ る と思 われ る 自他 覚的 副 作用 お よび臨 床検 査値 の異常 変動

は,全 例 に認 あ られ なか った。
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S-1108は 塩野 義 製薬株 式 会社 で開 発 され た新 しい

エ ステル型 経 ロセ フェム系抗生 物質 であ る。 本剤 は抗

菌活 性 を有す るS-1006の4位 カル ボキ シル基 に ビバ

ロイルオ キ シメチル基 をエ ステル結合 させ る ことによ

り,吸 収 を高め たプ ロ ドラ ッグ1)で あ り,経 口投与 時

に は腸 管壁 のエ ステ ラーゼに よ り加水 分解 を受 け,活

性なS-1006と して血液 中 に移 行 す る。 活性 体 で あ る

S-1006は,in vitroで グラム 陽性 菌,グ ラ ム陰 性 菌

に対 し幅広 い抗菌 スペ ク トル を有 し,か っ強 い抗菌 力

を示 し,そ の作 用 は殺 菌 的 であ る。 ま た各 種 β-lac-

tamaseに 対 し安定 で ある。本剤 は各 種動物 実 験,薬

理 試験 臨床第 一相 試験 よ り,す でに安 全性が 確認 さ

れ て いる2)。

今回,わ れ われ は10例 の 皮膚 科領 域感 染症 に対 し

て本 剤 の臨床的 効果,細 菌学 的効果,副 作 用 などにつ

いて検討 した ので報告 す る。

対 象 は平 成2年10月 か ら平成3年3月 まで に広 島

大学 医 学部 付属 病院 を 受診 した男性8例,女 性2例,

年 齢 は16歳 か ら72歳 ま で,平 均年 齢 は43.3歳 で

あ った。 対 象疾 患 は毛嚢 炎4例,痴3例,痴 腫 症1

例,感 染 性粉 瘤2例 で あ った。投 与 方法 は1回75mg

を1日3回5～11日 間経 口投与 した。 臨床 効果 の 判

定 基準 は,主 要 自他覚症 状の推 移に基 づ き,著 効,有

効 やや有効,無 効の4段 階 に判定 した。細 菌学的 効

果 は,病 巣 分 離 菌 の 消長 によ り消 失,減 少(部 分 消

失),不 変,菌 交代 の4段 階 に判定 した。

また,投 与に先 立 ち患者 または保 護者 ・代理人に本

治験 の 目的 ・内容 につ いて説明 し,全 例にっき同意を

得 た。

臨床 効果 は毛 嚢 炎4例 中 著効1例,有 効2例,や や

有効1例 で,痴 ・痴 腫症4例 で は著効2例,有 効2例

で あ り,感 染性 粉瘤 の2例 は いず れ も著効 であった。

細菌 学的効果 は9例 にお いて細菌が 検出され,8毎

phylococcus aureus 3株, Staphylococcus epider-

midis 3株, Proteus mirabilis, Propionibacterium

granulosum,r-haemolytic Streptococcus, Pepto-

streptococcus anaerobius 各1株 の計10株 で投与

後 いずれ も消 失 した。 以上 の結 果 をTable1に 示 し

た。

自他覚 的副作用 は1例 も認 めず,投 与前後における

臨 床検 査 値をTable2に 示 した。 異常 変動は1例 も

認 めず,安 全性 の高 い薬剤で あ るこ とが示唆 された。

以上 よ り,S-1108は 皮膚 科 領域感 染症 に対 し,有

用性 の高 い薬剤 であ ると考え られた。
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Table 1. Clinical results of treatment with S-1108

Table 2. Laboratory findings before and after treatment with S-1108

B: before treatment, A: after treatment
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A clinical study of S-1108
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We studied the clinical efficacy and safety of the new ester-type oral cephemantibiotic,
S-1108, in treating infections in the field of dermatology.

There were 10 subjects including 4 with folliculitis, 3 with furuncles, 1 with furun-
culosis, and 2 with infectious atheroma. The patients ranged in age from 16 to 72 years
with a mean age of 43.3 years, S-1108 was administered orally in 3 divided doses of 225
mg per day for 5 to 11 days, so that the total dose ranged from 1, 125 mg to 2, 475 mg.

Clinical efficacy was judged excellent in 5 cases, good in 4 cases, and fair in 1 case,
and the efficacy ratio was 9/10. In the 9 cases evaluated for bacteriologicalefficacy, the
elimination ratio was 9/9. No side effects thought to be due to this drug were observed,
nor were any abnormal laboratory findings in any of the cases.

Given the above, S-1108 was considered to be an extremely useful drug for treating infections
in the field of dermatology.


